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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素電極および共通電極ならびに液晶層を有する画素がマトリクス状に配置された液晶
表示パネルを有し、
　それぞれの前記画素は、前記画素電極と前記共通電極との電位差に応じて明るさが変化
し、かつ、前記画素電極と前記共通電極とが同じ電位のときに最も暗くなる液晶表示装置
であって、
　前記液晶表示パネルは、
　第１の基板と、
　第２の基板と、
　前記第１の基板と前記第２の基板との間に配置された液晶層とを有し、
　前記液晶層は、液晶分子がホモジニアス配向をしており、かつ、下記構造式１で表され
る化合物を有し、
　下記構造式１におけるＸ１およびＸ２は、それぞれ、水素原子、アルキル基、アルケニ
ル基、アルコキシ基、アルケニルオキシ基のいずれかであり、
　ｍおよびｎは、それぞれ、０または１であり、
　Ｚ１、Ｚ２、Ｚ３、およびＺ４は、それぞれ、シクロヘキサン環またはベンゼン環であ
り、
　Ａ１、Ａ２、およびＡ３は、それぞれ、原子を介さない直接的な結合または飽和結合の
みでなる置換基であり、かつ、
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　シクロヘキサン環またはベンゼン環であるＺ１、Ｚ２、Ｚ３およびＺ４を構成する炭素
原子のうちＸ１、Ｘ２、Ａ１、Ａ２、Ａ３と結合している炭素原子以外の炭素原子は、水
素原子又は電子供与性基と結合し、かつそのうち１つ以上が電子供与性基と結合している
ことを特徴とする液晶表示装置。
【化２０】

【請求項２】
　前記構造式１において、シクロヘキサン環またはベンゼン環であるＺ１、Ｚ２、Ｚ３お
よびＺ４を構成する炭素原子のうちＸ１、Ｘ２、Ａ１、Ａ２、Ａ３が結合している炭素原
子以外の炭素原子は、水素原子又は電子供与性基と結合し、かつそのうち２つ以上がメチ
ル基と結合していることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記構造式１において、シクロヘキサン環またはベンゼン環であるＺ１、Ｚ２、Ｚ３お
よびＺ４を構成する炭素原子のうちＸ１、Ｘ２、Ａ１、Ａ２、Ａ３が結合している炭素原
子以外の炭素原子は、水素原子又は電子供与性基と結合し、かつそのうち２つ以上がメト
キシ基と結合していることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記構造式１において、シクロヘキサン環またはベンゼン環であるＺ１、Ｚ２、Ｚ３お
よびＺ４を構成する炭素原子のうちＸ１、Ｘ２、Ａ１、Ａ２、Ａ３が結合している炭素原
子以外の炭素原子は、水素原子又は電子供与性基と結合し、かつそのうち１つ以上がアミ
ノ基と結合していることを特徴とする請求項１に液晶表示装置。
【請求項５】
　前記構造式１で表される化合物は、Ｘ１およびＸ２を水素原子としたときの分子構造主
骨格における分子長軸方向および分子短軸方向の分極率をそれぞれα‖およびα⊥とし、
 
当該分子構造主骨格に含まれる環状構造の総数をＲとしたときに、下記数式１の関係が成
り立つことを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の液晶表示装置。

【数３】

【請求項６】
　前記液晶表示パネルは、赤色系の光の明るさを変化させる第１の画素と、緑色系の光の
明るさを変化させる第２の画素と、青色系の光の明るさを変化させる第３の画素とを有し
、
　前記第３の画素における前記液晶層の厚さをｄｂとし、前記第２の画素における前記液
晶層の厚さをｄｇとしたときに、下記数式２の関係が成り立つことを特徴とする請求項１
乃至４のいずれかに記載の液晶表示装置。
　　　　　０．９ｄｇ＜ｄｂ≦ｄｇ　　　　・・・（数式２）
【請求項７】
　前記第１の画素における前記液晶層の厚さをｄｒとしたときに、下記数式３の関係が成
り立つことを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
　　　　　ｄｇ≦ｄｒ＜１．０５ｄｇ　　　　・・・（数式３）
【請求項８】
　前記液晶層は、ネマチック層－等方相転移温度が７０℃以上であることを特徴とする請
求項１乃至４のいずれかに記載の液晶表示装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、ＩＰＳ（Ｉｎ　Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎ
ｇ）方式であり、かつ、ノーマリブラックモードである液晶表示装置に適用して有効な技
術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶テレビなどの液晶表示装置には、ＩＰＳ方式と呼ばれる表示方式のものがあ
る。ＩＰＳ方式の液晶表示装置に用いられる液晶表示パネルは、第１の基板と第２の基板
との間に液晶層が配置されており、当該液晶層を駆動させるための画素電極および共通電
極が、ともに第１の基板側に設けられている。またこのとき、液晶層中の液晶分子は、ホ
モジニアス配向になっている。
【０００３】
　ＩＰＳ方式の液晶表示装置は、他の表示方式、たとえば、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅ
ｍａｔｉｃ）方式やＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）方式などと比べて、
コントラストの視野角依存性が小さい。そのため、ＩＰＳ方式の液晶表示装置は、近年、
液晶テレビに限らず、たとえば、携帯電話端末の液晶ディスプレイやパーソナルコンピュ
ータ用の液晶ディスプレイなどにも用いられるようになってきている。
【０００４】
　しかしながら、ＩＰＳ方式の液晶表示装置は、たとえば、ＶＡ方式の液晶表示装置に比
べて、正面でのコントラストが若干劣るといった問題がある（たとえば、非特許文献１を
参照。）。そのため、ＩＰＳ方式の液晶表示装置では、近年、コントラストを向上させる
ための構造や駆動方法の研究がなされている。
【０００５】
　ＩＰＳ方式の液晶表示装置でコントラストが低下する要因の１つは、黒表示時における
光漏れであり、これは液晶に由来する光散乱であるとされている（たとえば、非特許文献
２を参照。）。また、非特許文献２によると、液晶に由来する光散乱は、屈折率異方性（
Δｎ）と弾性定数（Ｋ）に依存するとされている。そして、非特許文献２によれば、ＩＰ
Ｓ方式の液晶表示装置は、たとえば、液晶の屈折率異方性Δｎを低くし弾性定数Ｋを増大
させることによって、黒表示時における光漏れが低減し、コントラストの向上を図ること
ができると考えられる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】日経ＢＰ社、「フラットパネルディスプレイ２００６応用技術編」、２
００６年、ｐ．５２－６１
【非特許文献２】内海夕香他、「シンポジウム・オブ・インフォーメション・ディスプレ
イ２００８ダイジェスト」、２００８年、ｐ．１２９－１３２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、液晶の屈折率異方性Δｎは、波長依存性があり、短波長ではΔｎが大き
くなる傾向にある（たとえば、非特許文献３：液晶便覧編集委員会編、「液晶便覧」、２
０００年、ｐ．２０３－２０４を参照。）。そのため、液晶層における光散乱の強度は、
長波長よりも短波長で大きくなる傾向にある。
【０００８】
　このように、液晶に由来する光散乱が長波長よりも短波長において大きくなることは、
黒表示時において色目が青みを帯びる要因である。
【０００９】
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　そして、黒表示時に色目が青みを帯びるという問題は、ＩＰＳ方式のように液晶分子が
ホモジニアス配向であり、かつ、ノーマリブラック表示である液晶表示装置における本質
的な問題である。すなわち、ＩＰＳ方式であり、かつ、ノーマリブラック表示である液晶
表示装置は、任意の波長における屈折率異方性Δｎを小さくし、光散乱を低減したとして
も、黒表示時に色目が青みを帯びるという問題が発生する。
【００１０】
　本発明の目的は、ＩＰＳ方式であり、かつ、ノーマリブラック表示である液晶表示装置
における、黒表示時の色目の青みを低減することが可能な技術を提供することにある。
【００１１】
　本発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述および添付図面に
よって明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概略を説明すれば、以下の通りで
ある。
【００１３】
　（１）画素電極および共通電極ならびに液晶層を有する画素がマトリクス状に配置され
た液晶表示パネルを有し、それぞれの前記画素は、前記画素電極と前記共通電極との電位
差に応じて明るさが変化し、かつ、前記画素電極と前記共通電極とが同じ電位のときに最
も暗くなる液晶表示装置であって、前記液晶表示パネルは、第１の基板と、第２の基板と
、前記第１の基板と前記第２の基板との間に配置された液晶層とを有し、前記液晶層は、
液晶分子がホモジニアス配向をしており、かつ、下記構造式１で表される化合物を有し、
下記構造式１におけるＸ１およびＸ２は、それぞれ、水素原子、アルキル基、アルケニル
基、アルコキシ基、アルケニルオキシ基のいずれかであり、ｍおよびｎは、それぞれ、０
または１であり、Ｚ１、Ｚ２、Ｚ３、およびＺ４は、それぞれ、シクロヘキサン環または
ベンゼン環であり、Ａ１、Ａ２、およびＡ３は、それぞれ、原子を介さない直接的な単結
合または飽和結合のみでなる置換基であり、かつ、Ｚ１、Ｚ２、Ｚ３、およびＺ４のうち
のいずれかに、電子供与性基を有する液晶表示装置。
【００１４】
【化１】

【００１５】
　（２）前記（１）の液晶表示装置において、前記電子供与性基は、メチル基、メトキシ
基、アミノ基のいずれかである液晶表示装置。
【００１６】
　（３）前記（１）の液晶表示装置において、前記構造式１で表される化合物は、Ａ１、
Ａ２、およびＡ３のうちのいくつかまたは全部が、－ＣＨ２－ＣＨ２－、－ＣＨ２－Ｏ－
、および－ＣＦ２－Ｏ－のいずれかであり、かつＺ１、Ｚ２、Ｚ３、およびＺ４のうちの
いずれかが、水素原子もしくは電子供与性基である液晶表示装置。
【００１７】
　（４）前記（１）の液晶表示装置において、前記構造式１で表される化合物は、Ａ１、
Ａ２、およびＡ３が原子を介さない直接的な結合であり、Ｚ１、Ｚ２、Ｚ３、およびＺ４

のうちの少なくとも１つが電子供与性基である液晶表示装置。
【００１８】
　（５）前記（１）の液晶表示装置において、前記構造式１で表される化合物は、Ｘ１お
よびＸ２を水素原子としたときの分子構造主骨格における分子長軸方向および分子短軸方
向の分極率をそれぞれα‖およびα⊥とし、当該分子構造主骨格に含まれる環状構造の総
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数をＲとしたときに、下記数式１の関係が成り立つ液晶表示装置。
【００１９】
【数１】

【００２０】
　（６）前記（１）の液晶表示装置において、前記液晶表示パネルは、赤色系の光の明る
さを変化させる第１の画素と、緑色系の光の明るさを変化させる第２の画素と、青色系の
光の明るさを変化させる第３の画素とを有し、前記第３の画素における前記液晶層の厚さ
をｄｂとし、前記第２の画素における前記液晶層の厚さをｄｇとしたときに、下記数式２
の関係が成り立つ液晶表示装置。
　　　　０．９ｄｇ＜ｄｂ≦ｄｇ　　　・・・（数式２）
【００２１】
　（７）前記（６）の液晶表示装置において、前記第１の画素における前記液晶層の厚さ
をｄｒとしたときに、下記数式３の関係が成り立つ液晶表示装置。
　　　　ｄｇ≦ｄｒ＜１．０５ｄｇ　　　・・・（数式３）
【００２２】
　（８）前記（１）の液晶表示装置において、前記液晶層は、ネマチック層－等方相転移
温度が７０℃以上である液晶表示装置。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の液晶表示装置によれば、黒表示時の色目の青みを低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１（ａ）】本発明による一実施形態の液晶表示装置の概略構成の一例を示す模式ブロ
ック図である。
【図１（ｂ）】液晶表示パネルにおける１つの画素の回路構成の一例を示す模式回路図で
ある。
【図１（ｃ）】液晶表示パネルの平面構成の一例を示す模式平面図である。
【図１（ｄ）】図１（ｃ）のＡ－Ａ’線における断面構成の一例を示す模式断面図である
。
【図２（ａ）】本実施形態の液晶表示パネルの第１の基板における１つの画素の平面構成
の一例を示す模式平面図である。
【図２（ｂ）】図２（ａ）のＢ－Ｂ’線における液晶表示パネルの断面構成の一例を示す
模式断面図である。
【図２（ｃ）】液晶分子の配向方向と偏光板の透過軸との関係の一例を示す模式図である
。
【図３（ａ）】本実施形態の液晶表示パネルの第１の基板における１つの画素の平面構成
の別の一例を示す模式平面図である。
【図３（ｂ）】図３（ａ）のＣ－Ｃ’線における液晶表示パネルの断面構成の一例を示す
模式断面図である。
【図４】本実施形態の液晶表示パネルにおける１つの画素の概略構成のさらに別の一例を
説明するための模式断面図である。
【図５】本発明の原理を説明するための模式グラフ図である。
【図６】本発明による実施例１の液晶表示装置における液晶層の屈折率異方性の波長依存
性の一例を示す模式グラフ図である。
【図７】本発明による実施例３の液晶表示装置における液晶層の屈折率異方性の波長依存
性の一例を示す模式グラフ図である。
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【図８（ａ）】化合物に含まれる環の数毎に調べた分極率の差分と分極率の比との関係の
一例を示す模式グラフ図である。
【図８（ｂ）】環の数と図８（ａ）に示した直線の傾きとの関係の一例を示す模式グラフ
図である。
【図９】本発明による実施例４の液晶表示装置における液晶層の屈折率異方性の波長依存
性の一例を示す模式グラフ図である。
【図１０】本発明による実施例５の液晶表示パネルの断面構成の一例を示す模式断面図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明について、図面を参照して実施の形態（実施例）とともに詳細に説明する
。
  なお、実施例を説明するための全図において、同一機能を有するものは、同一符号を付
け、その繰り返しの説明は省略する。
【００２６】
　図１（ａ）乃至図１（ｄ）は、本発明による一実施形態の液晶表示装置の概略構成の一
例を説明するための模式図である。
  図１（ａ）は、本発明による一実施形態の液晶表示装置の概略構成の一例を示す模式ブ
ロック図である。図１（ｂ）は、液晶表示パネルにおける１つの画素の回路構成の一例を
示す模式回路図である。図１（ｃ）は、液晶表示パネルの平面構成の一例を示す模式平面
図である。図１（ｄ）は、図１（ｃ）のＡ－Ａ’線における断面構成の一例を示す模式断
面図である。
【００２７】
　本発明は、たとえば、ＩＰＳ方式であり、かつ、ノーマリブラック表示である液晶表示
装置の液晶層として用いる液晶組成物に関する。本実施形態では、本発明に関わる上記の
液晶表示装置の一例として、ＲＧＢ方式のカラー表示に対応した液晶表示装置を挙げる。
【００２８】
　本実施形態の液晶表示装置は、たとえば、図１（ａ）に示すように、液晶表示パネル１
、第１の駆動回路２、第２の駆動回路３、バックライトの光源４、および制御回路５を有
する。
【００２９】
　液晶表示パネル１は、アクティブマトリクス方式であり、複数の走査信号線ＧＬおよび
複数の映像信号線ＤＬを有する。また、液晶表示パネル１の表示領域ＤＡは、マトリクス
状に配置された複数の画素からなる。このとき、１つの画素は、たとえば、図１（ｂ）に
示すように、ＴＦＴ素子Ｔｒ（アクティブ素子）、画素電極ＰＸ、共通電極ＣＴ、および
液晶層ＬＣを有する。
【００３０】
　ＴＦＴ素子Ｔｒは、ゲートが１本の走査信号線ＧＬに接続しており、ドレインが１本の
映像信号線ＤＬに接続している。また、ＴＦＴ素子Ｔｒのソースは、画素電極ＰＸに接続
している。なお、ＴＦＴ素子Ｔｒのドレインとソースとは、当該ＴＦＴ素子Ｔｒがオンに
なっている期間における映像信号線ＤＬの電位と画素電極ＰＸの電位との高低の関係によ
って変わる。
【００３１】
　共通電極ＣＴは、コモン給電配線ＣＬに接続しており、所定の電位の電圧が加わってい
る。
【００３２】
　また、液晶表示パネル１は、たとえば、図１（ｃ）および図１（ｄ）に示すように、第
１の基板６および第２の基板７を有し、第１の基板６と第２の基板７との間に液晶層ＬＣ
が配置されている。また、液晶表示パネル１は、第１の基板６、液晶層ＬＣ、および第２
の基板７を挟んで配置される第１の偏光板９および第２の偏光板１０を有する。
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【００３３】
　第１の基板６は、走査信号線ＧＬ、映像信号線ＤＬ、ＴＦＴ素子Ｔｒ、画素電極ＰＸ、
共通電極ＣＴ、および第１の配向膜などを有する。第２の基板７は、ブラックマトリクス
と呼ばれる遮光膜、カラーフィルタ、第２の配向膜などを有する。第１の基板６および第
２の基板７の構成の具体例については、後述する。
【００３４】
　液晶層ＬＣは、液晶分子をホモジニアス配向させている。このとき、液晶分子の分子長
軸方向は、画素電極ＰＸと共通電極ＣＴとの電位差の大きさによって変化する。また、画
素電極ＰＸと共通電極ＣＴとの電位差が０のときの液晶分子の分子長軸方向は、第１の配
向膜および第２の配向膜の配向方向（ラビング方向）と一致する。
【００３５】
　第１の偏光板９と第２の偏光板１０とは、それぞれの偏光板における偏光透過軸が直交
するように配置されている。このとき、第１の偏光板９は、偏光透過軸が、画素電極ＰＸ
と共通電極ＣＴとの電位差が０のときの液晶分子の分子長軸方向と一致するように配置さ
れている。
【００３６】
　第１の駆動回路２は、映像信号線ＤＬを介してそれぞれの画素の画素電極ＰＸに加える
映像信号（階調電圧）を生成する回路であり、一般に、データドライバ、ソースドライバ
などと呼ばれている。
【００３７】
　第２の駆動回路３は、映像信号線ＤＬに加わっている映像信号を画素電極ＰＸに書き込
む画素を選択するための走査信号を生成する回路であり、一般に、走査ドライバ、ゲート
ドライバなどと呼ばれている。
【００３８】
　光源４は、液晶表示パネル１に照射する光を発する発光素子であり、たとえば、冷陰極
蛍光管（ＣＣＦＬ）または発光ダイオード（ＬＥＤ）などが用いられる。また、光源４が
発した光は、たとえば、プリズムシートや光拡散シートなどの光学シートを用いて面状光
線に変換される。また、光源４が発した光を面状光線に変換するときには、光学シートの
他に、導光板を用いることもある。このとき、面状光線は、通常、第１の偏光板９側から
液晶表示パネル１に入射する。
【００３９】
　制御回路５は、第１の駆動回路２および第２の駆動回路３の動作の制御や、光源４が発
する光の明るさなどを制御する回路であり、一般に、Ｔ－ＣＯＮ、ＴＦＴコントローラな
どと呼ばれている。
【００４０】
　図１（ａ）に示したような構成の液晶表示装置は、面状光線を液晶表示パネル１に照射
したときの、それぞれの画素における光の透過量（明るさ）を制御することで、映像や画
像を可視化する。第１の偏光板９および液晶層ＬＣを通過して第２の偏光板１０に入射し
た光の透過量は、第２の偏光板１０に入射する光の偏光状態によって変化する。このとき
、液晶層ＬＣを透過した後、第２の偏光板に入射する光の偏光状態は、液晶分子の分子長
軸方向と液晶層ＬＣの厚さとで決まる。液晶分子の分子長軸方向は、前述のように、画素
電極ＰＸと共通電極ＣＴとの電位差の大きさによって決まる。また、共通電極ＣＴは、あ
らかじめ定められた電位に固定されている。したがって、画素の明るさは、画素電極ＰＸ
に加える（書き込む）階調電圧の電位によって制御される。
【００４１】
　また、ＲＧＢ方式のカラー表示に対応した液晶表示装置（液晶表示パネル１）の場合、
映像や画像の１ドットの色は、たとえば、赤色フィルタを有する第１の画素、緑色フィル
タを有する第２の画素、および青色フィルタを有する第３の画素の３つの画素の明るさの
組み合わせで表現する。
【００４２】
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　図２（ａ）乃至図２（ｃ）は、本実施形態の液晶表示パネルにおける１つの画素の概略
構成の一例を説明するための模式図である。
  図２（ａ）は、本実施形態の液晶表示パネルの第１の基板における１つの画素の平面構
成の一例を示す模式平面図である。図２（ｂ）は、図２（ａ）のＢ－Ｂ’線における液晶
表示パネルの断面構成の一例を示す模式断面図である。図２（ｃ）は、液晶分子の配向方
向と偏光板の透過軸との関係の一例を示す模式図である。
【００４３】
　本実施形態の液晶表示装置で用いる液晶表示パネル１は、ＩＰＳ方式であり、画素電極
ＰＸおよび共通電極ＣＴが第１の基板６に形成されている。このとき、第１の基板６は、
たとえば、図２（ａ）および図２（ｂ）に示すような構成になっており、ガラス基板など
の第１の絶縁基板６００の上（液晶層ＬＣと対向する面）に、走査信号線ＧＬ、共通電極
ＣＴ、第１の絶縁層６０１、ＴＦＴ素子Ｔｒの半導体層６０２、映像信号線ＤＬ（ＴＦＴ
素子Ｔｒのドレイン電極を含む）、ＴＦＴ素子Ｔｒのソース電極６０３、第２の絶縁層６
０４、画素電極ＰＸ、および第１の配向膜６０５が形成されている。
【００４４】
　このとき、画素電極ＰＸと共通電極ＣＴとは、第１の絶縁層６０１および第２の絶縁層
６０４を介して積層されており、液晶層ＬＣに近い画素電極ＰＸには、複数のスリットが
設けられている。このような構成の液晶表示パネル１では、画素電極ＰＸと共通電極ＣＴ
とに電位差が生じると、図２（ｂ）に示したような電気力線１１（電界）が生成され、液
晶層ＬＣに加わる。このとき、液晶分子１２は、第１の基板６から第２の基板７に向かう
方向を回転軸とした回転をする。
【００４５】
　また、第２の基板７は、たとえば、図２（ｂ）に示すような構成になっており、ガラス
基板などの第２の絶縁基板７００の上（液晶層ＬＣと対向する面）に、ブラックマトリク
ス７０１、カラーフィルタ７０２、オーバーコート層７０３、および第２の配向膜７０４
が形成されている。なお、第２の絶縁基板７００の上には、カラーフィルタ７０２として
、赤色系の光のみが透過する赤色フィルタ、緑色系の光のみが透過する緑色フィルタ、青
色系の光のみが透過する青色フィルタの３種類のカラーフィルタが形成されている。そし
て、１つの画素は、赤色フィルタ、緑色フィルタ、および青色フィルタのうちのいずれか
１つを有する。
【００４６】
　このような構成の液晶表示パネル１における画素電極ＰＸのスリットは、たとえば、図
２（ｃ）に示すように、ｘ方向（走査信号線ＧＬの延在方向）に対して角度θだけ傾いた
方向に延びている。このとき、スリットの幅Ｗ１、および画素電極ＰＸのうちの隣接する
２つのスリットの間を通る帯状電極部分の幅Ｗ２は、それぞれ、たとえば、５μｍ程度で
ある。
【００４７】
　またこのとき、第１の配向膜６０５のラビング方向６０５Ｒおよび第２の配向膜７０４
のラビング方向７０４Ｒは、それぞれ、ｘ方向と一致させる。そのため、液晶分子１２は
、画素電極ＰＸと共通電極ＣＴとの電位差が０のときに、分子長軸方向１２Ｌがｘ方向と
一致する。そして、画素電極ＰＸと共通電極ＣＴとの間に電位差が生じると、液晶分子１
２は、たとえば、ｘｙ面内で、その電位差の大きさに応じた角度ηだけ回転する。このと
き、液晶分子１２の回転方向は、画素電極ＰＸの電位と共通電極ＣＴの電位との高低の関
係によって反転する。
【００４８】
　また、本実施形態の液晶表示装置は、第１の画素、第２の画素、第３の画素のすべての
画素における画素電極ＰＸと共通電極ＣＴとの電位差を０にすると黒表示になるノーマリ
ブラック表示の液晶表示装置である。そのため、第１の偏光板９は、偏光透過軸９Ｔをｘ
方向と一致させ、第２の偏光板１０は、偏光透過軸１０Ｔをｙ方向と一致させる。
【００４９】
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　このとき、画素電極ＰＸと共通電極ＣＴとの電位差が０であると、液晶層ＬＣを通過し
て第２の偏光板１０に入射する光の偏光状態は、第１の偏光板９を透過した光の偏光状態
と同じである。そのため、液晶層ＬＣを通過して第２の偏光板１０に入射した光は、第２
の偏光板１０で吸収される。したがって、図２（ａ）乃至図２（ｃ）に示した構成の液晶
表示パネル１を有する液晶表示装置は、第１の画素、第２の画素、第３の画素のすべての
画素における画素電極ＰＸと共通電極ＣＴとの電位差を０にすると、黒表示になる。
【００５０】
　一方、画素電極ＰＸと共通電極ＣＴとの間に電位差がある場合、液晶層ＬＣを通過して
第２の偏光板１０に入射する光の偏光状態が、第１の偏光板９を透過した光の偏光状態と
は異なる状態になる。そのため、液晶層ＬＣを通過して第２の偏光板１０に入射した光は
、当該入射した光の偏光状態と第２の偏光板１０の偏光透過軸１０Ｔの方向との関係に応
じた透過率で透過する。したがって、図２（ａ）乃至図２（ｃ）に示した構成の液晶表示
パネル１を有する液晶表示装置は、たとえば、第１の画素、第２の画素、第３の画素のす
べての画素における画素電極ＰＸと共通電極ＣＴとの電位差を、それぞれの画素における
輝度（明るさ）が最大になる電位差にすると、白表示になる。
【００５１】
　図３（ａ）および図３（ｂ）は、本実施形態の液晶表示パネルにおける１つの画素の概
略構成の別の一例を説明するための模式図である。
  図３（ａ）は、本実施形態の液晶表示パネルの第１の基板における１つの画素の平面構
成の別の一例を示す模式平面図である。図３（ｂ）は、図３（ａ）のＣ－Ｃ’線における
液晶表示パネルの断面構成の一例を示す模式断面図である。
【００５２】
　本実施形態の液晶表示装置は、ＩＰＳ方式であり、かつ、ノーマリブラック表示であれ
ばよい。そのため、液晶表示パネル１における１つの画素の構成は、たとえば、図３（ａ
）および図３（ｂ）に示すような構成であってもよい。
【００５３】
　図３（ａ）および図３（ｂ）に示した構成では、画素電極ＰＸの平面形状が、概ねｙ方
向に延びる幅Ｗ３の帯状電極部を２つ有する櫛歯形状である。また、共通電極ＣＴの平面
形状は、概ねｙ方向に延びる幅Ｗ４の帯状電極部を３つ有する櫛歯形状である。そして、
画素電極ＰＸの帯状電極部と共通電極ＣＴの帯状電極部とは、間隔Ｐでｘ方向に交互に並
んでいる。そのため、画素電極ＰＸと共通電極ＣＴとに電位差が生じると、図３（ｂ）に
示したような電気力線１１（電界）が生成される。
【００５４】
　このとき、画素電極ＰＸの帯状電極部の幅Ｗ３および共通電極ＣＴの帯状電極部の幅Ｗ
４は、それぞれ、たとえば、７μｍ程度である。また、画素電極ＰＸの帯状電極部と共通
電極ＣＴの帯状電極部との間隔Ｐは、たとえば、１０μｍ程度である。
【００５５】
　このような構成の液晶表示パネル１は、第１の配向膜６０５のラビング方向６０５Ｒ、
第２の配向膜７０４のラビング方向７０４Ｒ、第１の偏光板の偏光透過軸９Ｔ、および第
２の偏光板１０の偏光透過軸１０Ｔの関係を、図２（ｃ）に示した例と同じ関係にすれば
、ノーマリブラック表示になる。なお、図３（ａ）および図３（ｂ）に示した構成の液晶
表示パネル１の場合は、たとえば、第１の配向膜配向膜６０５のラビング方向６０５Ｒ、
第２の配向膜７０４のラビング方向７０４Ｒ、および第１の偏光板の偏光透過軸９Ｔをｙ
方向（映像信号線ＤＬの延在方向）と一致させる。
【００５６】
　また、図３（ａ）および図３（ｂ）に示した構成では、液晶層ＬＣとの距離が長いほう
の共通電極ＣＴも櫛歯形状にしている。しかしながら、共通電極ＣＴは、これに限らず、
たとえば、図２（ａ）に示したような平板状であってもよい。
【００５７】
　図４は、本実施形態の液晶表示パネルにおける１つの画素の概略構成のさらに別の一例
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を説明するための模式断面図である。
【００５８】
　図２（ａ）および図２（ｂ）に示した構成や、図３（ａ）および図３（ｂ）に示した構
成の液晶表示パネル１は、共通電極ＣＴと画素電極ＰＸとを積層している。しかしながら
、ＩＰＳ方式の液晶表示装置（液晶表示パネル１）の場合、共通電極ＣＴと画素電極ＰＸ
とは、たとえば、図４に示すように、同じ層（第２の絶縁層６０４の上）に形成されてい
てもよい。このとき、共通電極ＣＴおよび画素電極ＰＸの平面形状は、それぞれ、たとえ
ば、図３（ａ）に示したような櫛歯形状にし、共通電極ＣＴの帯状電極部と画素電極ＰＸ
の帯状電極部とが、間隙Ｇでｘ方向に交互に並ぶようにする。
【００５９】
　このような構成の液晶表示パネル１は、第１の配向膜６０５のラビング方向６０５Ｒ、
第２の配向膜７０４のラビング方向７０４Ｒ、第１の偏光板の偏光透過軸９Ｔ、および第
２の偏光板１０の偏光透過軸１０Ｔの関係を、図２（ｃ）に示した例と同じ関係にすれば
、ノーマリブラック表示になる。
【００６０】
　ところで、ＩＰＳ方式であり、かつ、ノーマリブラック表示である液晶表示パネル１を
有する液晶表示装置には、従来、たとえば、黒表示時に色目が青みを帯びるという問題が
ある。このような問題が生じる要因としては、たとえば、液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎ
の波長依存性が考えられる。
【００６１】
　これに対し、本実施形態の液晶表示装置では、下記のような原理に基づいて調整された
液晶組成物を用いることで、液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの波長依存性を小さくし、黒
表示時の色目の青みを低減する。
【００６２】
　図５は、本発明の原理を説明するための模式グラフ図である。
  なお、図５のグラフ図において、横軸λは、液晶層を通過する光の波長（単位はｎｍ）
である。また、図５のグラフ図において、縦軸Δｎ／Δｎλ＝５８９は、波長λ＝５８９
ｎｍの光に対する屈折率異方性Δｎλ＝５８９を１としたときの各波長λの光に対する屈
折率異方性Δｎである。
【００６３】
　ノーマリブラック表示の液晶表示装置は、画素電極ＰＸと共通電極ＣＴとの電位差が０
のときに黒表示になる。しかしながら、液晶表示装置（液晶表示パネル１）は、その構造
上、黒表示時であっても、光源４（バックライト）からの光が液晶層ＬＣを通過する。そ
のため、ノーマリブラック表示の液晶表示装置は、黒表示時に、液晶層ＬＣの液晶分子１
２で散乱した光が第２の偏光板１０を通過して漏れ出る、いわゆる光漏れが発生しやすい
。特に、ＩＰＳ方式であり、かつ、ノーマリブラック表示である液晶表示装置は、液晶分
子の分子長軸方向が光の進行方向に対して直交しているので、散乱光の光量が多く、黒表
示時に漏れ出る光の光量が多くなる。
【００６４】
　また、液晶層ＬＣとして用いる液晶組成物は、屈折率異方性Δｎに波長依存性があり、
通常、たとえば、図５に示した実線の曲線Ｐ１のように、波長λが短いほど屈折率異方性
Δｎが大きい。そのため、液晶層ＬＣで起こる光散乱は、短波長の光（青色系の光）の散
乱強度が、長波長の光（赤色系の光）の散乱強度よりも高くなる。したがって、黒表示時
に漏れ出る散乱光は、青色系の光の割合が、緑色系の光や赤色系の光の割合よりも高くな
る。その結果、従来のＩＰＳ方式であり、かつ、ノーマリブラック表示の液晶表示装置は
、黒表示時に色目が青みを帯び、コントラストが低下するという問題がある。
【００６５】
　ＩＰＳ方式の液晶表示装置のコントラストを向上させる方法としては、たとえば、液晶
層ＬＣの屈折率異方性Δｎを小さくし、弾性定数Ｋを大きくすることで光漏れ、すなわち
液晶層ＬＣで生じる光散乱の強度を低くする方法が提案されている。
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【００６６】
　しかしながら、ＩＰＳ方式の液晶表示装置において黒表示時に色目が青みを帯びるのは
、液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの波長依存性、言い換えると、可視光領域における屈折
率異方性の幅が関係している。すなわち、液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎを小さくしても
、その波長依存性が、たとえば、図５に示した実線の曲線Ｐ１の波長依存性（可視光領域
における屈折率異方性の幅Ｑ１）と同等であれば、黒表示時における色目の青みの度合い
はほとんど変わらない。そのため、液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎを小さくするだけでは
、黒表示時に色目が青みを帯びるという問題を解決することが難しいと考えられる。
【００６７】
　したがって、ＩＰＳ方式であり、かつ、ノーマリブラック表示の液晶表示装置における
上記の問題を解決するためには、液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎを小さくするとともに、
液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの波長依存性を、たとえば、図５に示した破線の曲線Ｐ２
のようにすることが望まれる。屈折率異方性Δｎの波長依存性が破線の曲線Ｐ２のような
液晶層ＬＣは、可視光領域における屈折率異方性の幅がＱ２であり、屈折率異方性Δｎの
波長依存性が実線の曲線Ｐ１である液晶層ＬＣの幅Ｑ１に比べて小さい。そのため、液晶
層ＬＣの屈折率異方性Δｎの波長依存性が破線の曲線Ｐ２のようになるＩＰＳ方式の液晶
表示装置は、黒表示時に漏れ出る散乱光における青色系の光の割合と緑色系の光や赤色系
の光の割合との差が小さくなり、黒表示時の色目の青みが低減する。
【００６８】
　液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎは、液晶層ＬＣとして用いる液晶組成物に含まれる液晶
分子の分子長軸方向の屈折率ｎ‖と分子短軸方向の屈折率ｎ⊥との差分（ｎ‖－ｎ⊥）で
ある。したがって、液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎを小さくするには、たとえば、液晶分
子の分子長軸方向の屈折率ｎ‖を変えずに、分子短軸方向の屈折率ｎ⊥を大きくすればよ
い。
【００６９】
　一般的な透光性の材料では、屈折率ｎが大きくなると、その分散、すなわち波長依存性
が大きくなるといわれている（たとえば、非特許文献４：日本化学会編、「透明ポリマー
の屈折率制御」、１９９８年、ｐ．７－８を参照。）。そのため、液晶層ＬＣにおける分
子短軸方向の屈折率ｎ⊥を大きくすると、屈折率ｎ⊥の波長依存性は、相対的に大きくな
る。
【００７０】
　しかしながら、このとき、当該液晶層ＬＣにおける分子長軸方向の屈折率ｎ‖が変わら
なければ、屈折率ｎ‖の波長依存性は変わらない。そのため、分子長軸方向の屈折率ｎ‖
を変えずに、分子短軸方向の屈折率ｎ⊥を大きくすると、その差分である屈折率異方性Δ
ｎの波長依存性は、相対的に小さくなる。このことから、液晶層ＬＣは、分子長軸方向の
屈折率ｎ‖と比べて相対的に分子短軸方向の屈折率ｎ⊥が大きくなるようにすると、屈折
率異方性Δｎの波長依存性を相対的に小さくすることができると考えられる。
【００７１】
　また、非特許文献４によると、屈折率ｎは、下記数式４の関係が成り立つ。
　　　　（ｎ２－１）／（ｎ２＋２）＝４／３πＮα　　　（数式４）
【００７２】
　なお、数式４において、Ｎは１ｃｍ３あたりの分子の数であり、αは分極率である。
【００７３】
　数式４から明らかなように、屈折率ｎは、分極率αに依存しており、分極率αが大きく
なると、屈折率ｎも大きくなる。したがって、液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの波長依存
性を低減するためには、分子長軸方向の分極率α‖に比べて分子短軸方向の分極率α⊥が
大きくなるようにすればよいことになる。
【００７４】
　本願発明者らは、上記の点をふまえ、屈折率異方性Δｎの波長依存性が小さく、かつ、
液晶表示装置の表示特性を損なうことがない液晶層ＬＣの構成について検討した。その結
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果、本願発明者らは、液晶層ＬＣとして用いる液晶組成物に、下記構造式１で表される化
合物を含有させるとよいことを見出した。
【００７５】
【化２】

【００７６】
　なお、構造式１において、Ｘ１およびＸ２は、それぞれ、水素原子、アルキル基、アル
ケニル基、アルコキシ基、アルケニルオキシ基のいずれかである。また、構造式１におい
て、ｍおよびｎは、それぞれ、０または１である。また、構造式１において、Ａ１、Ａ２

、およびＡ３は、それぞれ、原子を介さない直接的な結合、または－ＣＨ２－ＣＨ２－、
－ＣＨ２－Ｏ－、－ＣＦ２－Ｏ－で示される飽和結合を有する置換基である。また、構造
式１において、Ｚ１、Ｚ２、Ｚ３、およびＺ４は、それぞれ、シクロヘキサン環またはベ
ンゼン環である。
【００７７】
　また、構造式１で表される化合物は、ｍおよびｎの組み合わせにより、環の数が変わる
が、いずれの化合物においても、１つ以上の環が電子供与性基を有する構造にすることが
望ましい。すなわち、構造式１で表される化合物の具体的な構造としては、たとえば、下
記構造式２乃至構造式７のような構造が挙げられる。
【００７８】
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【化３】

【００７９】
　なお、構造式２乃至構造式７において、Ｘ１およびＸ２は、それぞれ、水素原子、アル
キル基、アルケニル基、アルコキシ基、アルケニルオキシ基である。また、構造式２乃至
構造式７において、Ａ、Ａ１、Ａ２、Ａ３は、それぞれ、原子を介さない直接的な結合か
、または－ＣＨ２－ＣＨ２－、－ＣＨ２－Ｏ－、－ＣＦ２－Ｏ－で示される飽和結合を有
する置換基である。また、構造式２乃至構造式７におけるＡ、Ａ１、Ａ２、Ａ３が原子を
介さない直接的な結合の場合、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４は、少なくともいずれか１つがメ
チル基、メトキシ基、アミノ基から選ばれる電子供与性を有する置換基である。また、構
造式２乃至構造式７におけるＡ、Ａ１、Ａ２、Ａ３が－ＣＨ２－ＣＨ２－、－ＣＨ２－Ｏ
－、－ＣＦ２－Ｏ－で示される飽和結合を有する置換基の場合、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４

は、水素原子もしくはメチル基、メトキシ基、アミノ基から選ばれる電子供与性を有する
置換基である。
【００８０】
　また、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４が、水素原子以外の置換基である場合、当該置換基は、
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１つのベンゼン環に２つ以上であってもよい。すなわち、構造式２における置換基Ｂ１が
メチル基（Ｍｅ）の場合、当該メチル基が結合しているベンゼン環は、たとえば、下記構
造式８ａ乃至構造式８ｆの、どの構造であってもよい。
【００８１】
【化４】

【００８２】
　なお、構造式８ａ乃至構造式８ｆにおける＊は、それぞれ、構造式２におけるＡ、Ｘ２

である。また、構造式８ａ乃至構造式８ｆのような構造は、構造式２におけるＢ１に限ら
ず、構造式２におけるＢ２や、構造式３乃至構造式７におけるＢ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４に
も当てはまる。また、構造式８ａ乃至構造式８ｆのような構造は、電子供与性基がメチル
基である場合に限らず、たとえば、電子供与性基がメトキシ基、アミノ基などの場合にも
当てはまる。
【００８３】
　また、電子供与性基Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４は、たとえば、水素原子であってもよい。
また、構造式１で表される化合物は、前述のように、当該化合物が有する環のうちの１つ
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以上の環に、電子供与性を有する置換基があればよい。したがって、構造式１で表される
化合物において、（ｍ，ｎ）＝（０，０）とした場合、より具体的な構造としては、たと
えば、下記構造式９ａ乃至構造式９ｆが挙げられる。
【００８４】
【化５】

【００８５】
　なお、構造式９ａ乃至構造式９ｆにおいて、Ｂ１、Ｂ２、およびＢ３は水素原子もしく
は、電子供与性を有する置換基である。
【００８６】
　また、構造式９ａ乃至構造式９ｃにおいて、Ａは、それぞれ、－ＣＨ２－ＣＨ２－、－
ＣＨ２－Ｏ－、－ＣＦ２－Ｏ－で示される飽和結合を有する置換基である。また、構造式
９ｄ乃至構造式９ｆは、それぞれ、構造式９ａ乃至構造式９ｃにおけるＡを、原子を介さ
ない直接的な結合にした構造であり、Ｂ１、Ｂ２、およびＢ３のいずれか１つは電子供与
性を有する置換基である。
【００８７】
　また、構造式１で表される化合物において、（ｍ，ｎ）＝（０，１）または（ｍ，ｎ）
＝（１，０）とした場合、より具体的な構造としては、たとえば、下記構造式１０ａ乃至
構造式１０ｇや、構造式１１ａ乃至構造式１１ｇのような構造が挙げられる。
【００８８】
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【００９０】
　なお、構造式１０ａ乃至構造式１０ｇにおいて、Ａは、－ＣＨ２－ＣＨ２－、－ＣＨ２

－Ｏ－、－ＣＦ２－Ｏ－で示される飽和結合を有する置換基である。また、構造式１０ａ
乃至構造式１０ｇにおいて、Ｂ１、Ｂ２、およびＢ３は、それぞれ、水素原子もしくは電
子供与性を有する置換基である。
【００９１】
　また、構造式１１ａ乃至構造式１１ｇは、それぞれ、構造式１０ａ乃至構造式１０ｇに
おけるＡを、原子を介さない直接的な結合にした構造である。この、構造式１１ａ乃至構
造式１１ｇにおいて、Ｂ１、Ｂ２、およびＢ３は水素原子もしくは電子供与性基であるが
、少なくとも１つは電子供与性を有する置換基である。
【００９２】
　また、構造式１で表される化合物において、（ｍ，ｎ）＝（０，１）または（ｍ，ｎ）
＝（１，０）とした場合、より具体的な構造としては、たとえば、下記構造式１２ａ乃至
構造式１２ｅや、構造式１３ａ乃至構造式１３ｅのような構造が挙げられる。
【００９３】
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【化９】

【００９５】
　なお、構造式１２ａ乃至構造式１２ｅにおいて、Ａは、－ＣＨ２－ＣＨ２－、－ＣＨ２

－Ｏ－、－ＣＦ２－Ｏ－で示される飽和結合を有する置換基である。また、構造式１２ａ
乃至構造式１２ｅにおいて、Ｂ１、Ｂ２、およびＢ３は、それぞれ、水素原子もしくは電
子供与性を有する置換基である。
【００９６】
　また、構造式１３ａ乃至構造式１３ｅは、それぞれ、構造式１２ａ乃至構造式１２ｅに
おけるＡを、原子を介さない直接的な結合にした構造である。この、構造式１３ａ乃至構
造式１３ｇにおいて、Ｂ１、Ｂ２、およびＢ３は水素原子もしくは電子供与性基であるが
、少なくとも１つは電子供与性を有する置換基である。
【００９７】
　なお、上記の構造式２乃至構造式７、構造式８ａ乃至構造式８ｆ、構造式９ａ乃至構造
式９ｆ、構造式１０ａ乃至構造式１０ｇ、構造式１１ａ乃至構造式１１ｇ、構造式１２ａ
乃至構造式１２ｅ、および構造式１３ａ乃至構造式１３ｆは、それぞれ、構造式１で表さ
れる化合物の具体的な構造の一例である。すなわち、構造式１で表される化合物の構造は
、前述の条件を満たしていれば、別の構造であってもよい。
【００９８】
　構造式１で表される化合物は、２つ乃至４つの環が並んでいる方向（水平方向）が分子
長軸方向である。そのため、構造式１で表される化合物の環に結合している電子供与性基
は、当該環から分子短軸方向に延びることになり、分子長軸方向の分極率α‖に比べて分
子短軸方向の分極率α⊥が大きくなる。
【００９９】
　また、ＩＰＳ方式の液晶表示装置の液晶層ＬＣとして、構造式１で表される化合物を含
有させた液晶組成物を用いた場合、当該液晶層ＬＣの配向は、液晶分子および構造式１で
表される化合物によるホモジニアス配向になる。すなわち、当該液晶組成物を用いた液晶
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層ＬＣでは、構造式１で表される化合物の分子長軸方向および分子短軸方向が、それぞれ
、液晶分子の分子長軸方向および分子短軸方向と一致する。
【０１００】
　したがって、ＩＰＳ方式の液晶表示装置の液晶層ＬＣとして、構造式１で表される化合
物を含有させた液晶組成物を用いた場合、当該液晶層ＬＣは、分子長軸方向の屈折率ｎ‖
と比べて相対的に分子短軸方向の屈折率ｎ⊥が大きくなり、屈折率異方性Δｎの波長依存
性が小さくなる。すなわち、液晶層ＬＣとして、構造式１で表される化合物を含有させた
液晶組成物を用いたＩＰＳ方式の液晶表示装置は、液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの波長
依存性が小さくなり、黒表示時の色目の青みが低減する。
【０１０１】
　また、液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの波長依存性を小さくする効果は、たとえば、構
造式１におけるＡ１、Ａ２、Ａ３、およびＡ４を、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝Ｎ－、－Ｃ
Ｃ－などの不飽和結合やエステルといった構造にした場合でも期待できる。しかしながら
、これらの不飽和結合やエステルといった構造を有する化合物は、構造式１におけるＡ１

、Ａ２、Ａ３、およびＡ４を、原子を介さない直接的な結合や、飽和結合といった構造に
した場合に比べて、液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの波長依存性を小さくする効果が弱い
。そのため、構造式１におけるＡ１、Ａ２、Ａ３、およびＡ４は、原子を介さない直接的
な結合であって、かつＺ１、Ｚ２、Ｚ３、およびＺ４のうちの少なくとも１つが電子供与
性基か、またはＡ１、Ａ２、Ａ３、およびＡ４は、－ＣＨ２－ＣＨ２－、－ＣＨ２－Ｏ－
、－ＣＦ２－Ｏ－で示される飽和結合を有する置換基で、かつＺ１、Ｚ２、Ｚ３、および
Ｚ４のうちのいずれかが、水素原子もしくは電子供与性基にすることが望ましい。
【０１０２】
　また、構造式１に類似した構造としては、たとえば、特許文献１（特開２００８－５８
３７４号公報）や特許文献２（特開２００６－２３２８０９号公報）に記載された構造が
挙げられる。しかしながら、本発明は、ネマチック液晶をホモジニアス配向させた液晶表
示装置にかかるものであり、高分子分散液晶を用いた液晶表示装置ではない。そのため、
構造式１におけるＸ１、Ｘ２は、アクリル基やエポキシ基のような光重合性の置換基は含
まない。したがって、本実施形態の液晶表示装置における液晶組成物は、特許文献１や特
許文献２に記載されたものと異なる。
【実施例１】
【０１０３】
　図６は、本発明による実施例１の液晶表示装置における液晶層の屈折率異方性の波長依
存性の一例を示す模式グラフ図である。
  なお、図６のグラフ図において、横軸λは、液晶層ＬＣを通過する光の波長（単位はｎ
ｍ）である。また、図６のグラフ図において、縦軸Δｎ／Δｎλ＝５８９は、波長λ＝５
８９ｎｍの光に対する屈折率異方性Δｎλ＝５８９を１としたときの各波長λの光に対す
る屈折率異方性Δｎである。また、図６のグラフ図において、実線の曲線Ｐ３は、実施例
１の液晶表示装置における液晶層の屈折率異方性の波長依存性である。また、図６のグラ
フ図において、点線の曲線Ｐ４は、実施例１の液晶表示装置と比較するための比較例１の
液晶表示装置における液晶層の屈折率異方性Δｎの波長依存性である。
【０１０４】
　実施例１では、ＩＰＳ方式であり、かつ、ノーマリブラック表示の液晶表示装置の一例
として、図２（ａ）乃至図２（ｃ）に示したような構成の液晶表示パネル１を有する液晶
表示装置を挙げる。このとき、液晶表示パネル１の製造方法は、基本的には従来の製造方
法と同じ手順であり、液晶層ＬＣとして用いる液晶組成物の調整方法のみが異なるだけで
ある。そのため、実施例１では、第１の基板６の製造方法や第２の基板７の製造方法など
の説明を省略する。
【０１０５】
　なお、実施例１では、画素電極ＰＸと共通電極ＣＴとの間に介在する絶縁層の厚さ（第
１の絶縁層の厚さと第２の絶縁層の厚さとの和）が５５０ｎｍになるようにした。また、
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実施例１では、厚さが約７７ｎｍのＩＴＯ膜をエッチングして画素電極ＰＸを形成し、画
素電極ＰＸにおけるスリットの幅Ｗ１および帯状電極部分の幅Ｗ２を、それぞれ、５μｍ
にした。
【０１０６】
　また、実施例１では、構造式１で表される化合物として、下記構造式１４で表される化
合物を用いた場合を例に挙げる。
【０１０７】
【化１０】

【０１０８】
　構造式１４で表される化合物は、構造式１におけるｍ，ｎをｍ＝０，ｎ＝１とし、Ａ２

を原子を介さない直接的な結合とし、Ａ３を －Ｏ－ＣＨ２－ とし、Ｚ１，Ｚ３，Ｚ４を
ベンゼン環とし、Ｘ１，Ｘ２をプロピル基（ＣＨ３－ＣＨ２－ＣＨ２－）とした構造であ
る。
【０１０９】
　また、構造式１４で表される化合物は、ベンゼン環（Ｚ１，Ｚ３，Ｚ４）の電子供与性
を有する置換値を、水素原子とした構造である。
【０１１０】
　また、実施例１では、母体となる第１の液晶組成物（メルク社製ＺＬＩ４７９２）に、
構造式１４で表される化合物を５ｗｔ％添加して得られる第２の液晶組成物を、液晶層Ｌ
Ｃとして用いた。
【０１１１】
　なお、構造式１４で表される化合物は、本願発明者らが下記のような手順で合成したも
のを用いた。
【０１１２】
　まず、４－（４'－プロピルフェニル）フェノール０．７ｇ、４－プロピルベンジルク
ロリド０．５６ｇ、および炭酸カリウム０．９ｇを、ジメチルホルムアミド５ｍｌ中に加
え、１２０℃で１．５時間反応させた。次に、その反応液を室温まで冷却して水を加え、
不要物を酢酸エチルで抽出した後、当該抽出物の有機相を水、塩水にて洗浄し、硫酸マグ
ネシウムで乾燥させた。その後、これを減圧留去し、残留物をシリカカラムで精製して、
構造式１４で表される化合物１．０５ｇを得た。
【０１１３】
　このとき、４－（４'－プロピルフェニル）フェノールは、下記のような手順で合成し
た。
【０１１４】
　まず、４－ベンジルオキシ－ブロモベンゼン２．６３ｇ、４－プロピルフェニルボロン
酸２．４６ｇ、炭酸カリウム２．７６ｇ、および塩化パラジウム１８０ｍｇを、ピリジン
２０ｍｌ中に加え、２４時間加熱撹拌した後、反応混合物を酢酸エチルで抽出した。次に
、その抽出物の有機相を５％塩酸、水、塩水にて洗浄し、当該有機相を、硫酸マグネシウ
ムで乾燥した。次に、これを減圧にて溶媒を留去し、残留物をシリカカラム（展開溶媒　
ヘキサン：酢酸エチル＝１０：１）で精製した。次に、これをメタノール３０ｍｌに溶解
し、１０％Ｐｄ－Ｃ（３００ｍｇ）を加え、水素気流下で２４時間反応させた後、セライ
ト濾過し、濾液を濃縮した。そして、これをシリカカラム（展開溶媒　ヘキサン：酢酸エ
チル＝３：１）にて精製し、４－（４'－プロピルフェニル）フェノール３．０ｇを得た
。
【０１１５】
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　また、４－プロピルベンジルクロリドは、４－プロピル安息香酸を水素化リチウムアル
ミニウムにて還元し、塩化チオニルを作用させて得た。
【０１１６】
　そして、本願発明者らが、第２の液晶組成物を用いた液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの
波長依存性を調べたところ、たとえば、図６に示した実線の曲線Ｐ３のような結果が得ら
れた。
【０１１７】
　また、本願発明者らは、第２の液晶組成物の代わりに、第１の液晶組成物（メルク社製
ＺＬＩ４７９２）に下記構造式１５で表される化合物を５ｗｔ％添加した第３の液晶組成
物を用いた液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの波長依存性を調べたところ、たとえば、図６
に示した点線の曲線Ｐ４のような結果が得られた。
【０１１８】
【化１１】

【０１１９】
　なお、構造式１５で表される化合物は、本願発明者らが下記のような手順で合成したも
のを用いた。
【０１２０】
　まず、１，４－ジブロモベンゼン１．７７ｇ、４－プロピルフェニルボロン酸３．７ｇ
、炭酸カリウム４．１４ｇ、および塩化パラジウム４０ｍｇを、ピリジン１０ｍｌ中に加
え、２４時間加熱撹拌した後、減圧にて溶媒を除去し、残留物を水洗した。次に、これを
メタノール中７０℃にて３０分撹拌した後、不要物を濾別し、構造式１５で表される化合
物１．８ｇを得た。
【０１２１】
　構造式１４で表される化合物と、構造式１５で表される化合物とは、それぞれ、３つの
ベンゼン環を有する構造である。しかしながら、構造式１４で表される化合物は、中央の
ベンゼン環と右端のベンゼン環とが、－Ｏ－ＣＨ２－を介して結合している。これに対し
、構造式１５で表される化合物は、中央のベンゼン環と右端のベンゼン環とが直接結合し
ている。
【０１２２】
　構造式１５で表される化合物は、通常、３つのベンゼン環が分子長軸方向にまっすぐに
並んでいるので、３つのベンゼン環は分子短軸方向の位置のずれが小さい。
【０１２３】
　これに対し、構造式１４で表される化合物は、中央のベンゼン環と右端のベンゼン環と
が、－Ｏ－ＣＨ２－を介して結合しているので、当該２つのベンゼン環は分子短軸方向の
位置のずれが大きくなる。
【０１２４】
　また、構造式１４で表される化合物と構造式１５で表される化合物とは、その構造から
、分子長軸方向の分極率α‖（屈折率ｎ‖）が、ほぼ同じであると考えられる。
【０１２５】
　そのため、構造式１４で表される化合物における分子長軸方向の分極率および分子短軸
方向の分極率をそれぞれα２‖およびα２⊥とし、構造式３で表される化合物における分
子長軸方向の分極率および分子短軸方向の分極率をそれぞれα３‖およびα３⊥とすると
、それぞれの化合物における分子長軸方向の分極率と分子短軸方向の分極率と比の関係は
、（α２⊥／α２‖）＞（α３⊥／α３‖）になると考えられる。
【０１２６】
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　したがって、図６に示したように、構造式１４で表される化合物を含有する第２の液晶
組成物のほうが、構造式１５で表される化合物を含有する第３の液晶組成物よりも、屈折
率異方性Δｎの波長依存性が小さくなったと考えられる。
【０１２７】
　すなわち、ＩＰＳ方式であり、かつ、ノーマリブラック表示である液晶表示装置は、液
晶層ＬＣとして第２の液晶組成物を用いることで、たとえば、黒表示時の色目の青みを低
減できる。
【０１２８】
　また、第２の液晶組成物は、母体となる第１の液晶組成物として、従来のＩＰＳ方式の
液晶表示装置で用いられている液晶組成物を用いることができる。そのため、構造式１４
で表される化合物の添加量が、たとえば、１ｗｔ％以上２０ｗｔ％以下であれば、駆動電
圧や透過率などの液晶表示パネル１の駆動特性を阻害することなく、黒表示時の色目の青
みを低減できるという効果を期待することができる。
【０１２９】
　また、液晶層ＬＣとして第２の液晶組成物を用いた液晶表示装置は、たとえば、室温（
２５℃）で３０分間、映像や画像を表示したときの液晶表示パネル１の温度を測定したと
ころ、バックライトや駆動回路などの発熱により３５℃から４０℃程度に上昇した。
【０１３０】
　一方、第２の液晶組成物は、ネマチック相-等方相転移温度が７０℃以上であった。
【０１３１】
　したがって、第２の液晶組成物は、液晶表示装置（液晶表示パネル１）の液晶層ＬＣと
して用いることができる。
【０１３２】
　以上説明したように、実施例１の液晶表示装置によれば、黒表示時の色目の青みを低減
でき、コントラストを向上させることができる。
【０１３３】
　また、実施例１では、母体となる第１の液晶組成物として、メルク社製ＺＬＩ４７９２
を用いた。しかしながら、第１の液晶組成物は、これに限らず、たとえば、従来のＩＰＳ
方式の液晶表示装置で用いられている他の液晶組成物（ネマチック液晶）であってもよい
。
【０１３４】
　また、実施例１では、構造式１で表される化合物の一例として、構造式１４で表される
化合物を挙げた。構造式１４は、構造式１におけるＸ１およびＸ２がプロピル基（ＣＨ３

－ＣＨ２－ＣＨ２－）になっている化合物である。しかしながら、構造式１におけるＸ１

およびＸ２は、前述のように、それぞれ、水素原子、アルキル基、アルケニル基、アルコ
キシ基、アルケニルオキシ基のいずれかであればよい。また、構造式１におけるＸ１とＸ

２は、異なる基であってもよい。したがって、第１の液晶組成物に添加する化合物は、た
とえば、構造式１４で表される化合物における分子長軸方向の両端の基（原子団）のいず
れか一方または両方を、上記の水素原子、アルキル基（プロピル基を除く）、アルケニル
基、アルコキシ基、およびアルケニルオキシ基のいずれかで置換した化合物であってもよ
い。
【０１３５】
　また、第１の液晶組成物に添加する化合物は、１種類（たとえば、構造式１４で表され
る化合物のみ）に限らず、複数種類であってもよい。すなわち、第１の液晶組成物には、
たとえば、構造式１４で表される化合物と、構造式１４における分子長軸方向の両端の基
（原子団）のいずれか一方または両方を水素原子、アルキル基（プロピル基を除く）、ア
ルケニル基、アルコキシ基、およびアルケニルオキシ基のいずれかで置換した化合物とを
添加してもよい。
【０１３６】
　また、実施例１では、第１の液晶組成物に、構造式１４で表される化合物を５ｗｔ％添
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加した場合を例に挙げた。しかしながら、構造式１４で表される化合物、あるいは構造式
１４と類似した構造であり、かつ、構造式１の条件を満たす化合物の添加量は、これに限
らず、液晶表示パネル１の表示特性を損なわない範囲で、適宜変更可能であることはもち
ろんである。
【０１３７】
　また、実施例１では、図２（ａ）乃至図２（ｃ）に示した構成の液晶表示パネル１の液
晶層ＬＣとして、第２の液晶組成物を用いた場合を例に挙げた。しかしながら、第２の液
晶組成物は、これに限らず、たとえば、図３（ａ）および図３（ｃ）に示した構成の液晶
表示パネル１や、図４に示した構成の液晶表示パネル１の液晶層ＬＣとして用いることも
できることはもちろんである。
【実施例２】
【０１３８】
　実施例１では、第１の液晶組成物に、構造式１４で表される化合物を添加した場合を例
に挙げた。構造式１４で表される化合物は、３つのベンゼン環の電子供与性を有する置換
基が、すべて水素原子である。しかしながら、構造式１で表される化合物における電子供
与性を有する置換基は、前述のように、メチル基、メトキシ基、アミノ基などであっても
よい。
【０１３９】
　そこで、実施例２では、構造式１４と類似した構造であり、かつ、構造式１の条件を満
たす化合物の一例として、下記構造式１６で表される化合物を挙げる。
【０１４０】

【化１２】

【０１４１】
　なお、構造式１６で表される化合物は、本願発明者らが下記のような手順で合成したも
のを用いた。
【０１４２】
　まず、４－ヨウ化－３－メチル安息香酸メチル８．３ｇをテトラヒドロフラン１００ｍ
ｌに溶解させ、－４０℃に冷却し、イソプロピルマグネシウムクロリド（２Ｍテトラヒド
ロフラン溶液１６ｍｌ）を滴下し、さらに同温度にて１時間反応させ後、ジメチルホルム
アミド８ｍｌを加え、３０分間反応させた。次に、室温まで昇温し、飽和塩化アンモニウ
ム水溶液で分解した。さらにこれをエーテルで抽出し、有機相を塩水で洗浄し、硫酸マグ
ネシウムで乾燥した。その後、これを溶媒留去して化合物Ａを得た。
【０１４３】
　また、エチルトリフェニルホスホニウムブロミド７．４３ｇをテトラヒドロフラン１０
０ｍｌに溶解させ、－３０℃にてｎ－ブチルリチウム（１．６Ｍ、１２．５ｍｌ）を加え
、同温度で３０分反応させた。次に、これに先の化合物Ａ３．６ｇを加え、さらに３０分
反応させた。次に、これを室温まで昇温し、飽和塩化アンモニウム水溶液で分解した。さ
らにこれをエーテルで抽出、有機相を塩水で洗浄し、硫酸マグネシウムで乾燥した。その
後、これを溶媒留去し化合物Ｂを得た。
【０１４４】
　次に、この化合物Ｂ３．０ｇをメタノール５０ｍｌに溶解させ、１０％Ｐｄ－Ｃ３００
ｍｇを加え、水素気流下で２４時間反応させた後、セライト濾過し、濾液を濃縮し化合物
Ｃ２．７４ｇを得た。
【０１４５】
　次に、化合物Ｃ１．９２ｇをテトラヒドロフラン２０ｍｌに溶解させ、水素化リチウム
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アルミニウム１．０ｇを加え、３時間加熱撹拌した。その後、塩化チオニル３．６ｇを加
え、３時間加熱撹拌したのち、減圧で溶媒を留去して化合物Ｄを得た。
【０１４６】
　次に、化合物Ｄ０．７９ｇ、実施例１で説明した手順で合成した４－（４'－プロピル
フェニル）フェノール０．７ｇ、および炭酸カリウム０．９ｇをジメチルホルムアミド５
ｍｌ中に加え、１２０℃にて１．５時間反応させた。その後、冷却し、水を加え不要物を
酢酸エチルで抽出し、有機相を水および塩水にて洗浄し、硫酸マグネシウムで乾燥した。
そして最後に、これを減圧留去し、残留物をシリカカラムで精製して、構造式１６で表さ
れる化合物１．１ｇを得た。
【０１４７】
　また、実施例２では、第１の液晶組成物（メルク社製ＺＬＩ４７９２）に、構造式１６
で表される化合物を５ｗｔ％添加して得られる第３の液晶組成物を、図２（ａ）乃至図２
（ｃ）に示した構成の液晶表示パネル１の液晶層ＬＣとして用いた。このとき、液晶表示
パネル１は、液晶層ＬＣとして用いる液晶組成物以外の構成を、実施例１で用いたものと
同じ構成にした。
【０１４８】
　そして、本願発明者らが、第３の液晶組成物を用いた液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの
波長依存性を調べたところ、たとえば、図６に示した実線の曲線Ｐ３と同様の結果が得ら
れた。
【０１４９】
　したがって、ＩＰＳ方式であり、かつ、ノーマリブラック表示である液晶表示装置は、
液晶層ＬＣとして第３の液晶組成物を用いることで、たとえば、黒表示時の色目の青みを
低減できる。
【０１５０】
　また、第３の液晶組成物は、母体となる第１の液晶組成物として、従来のＩＰＳ方式の
液晶表示装置で用いられている液晶組成物を用いることができる。そのため、構造式１６
で表される化合物の添加量が、たとえば、１ｗｔ％以上２０ｗｔ％以下であれば、駆動電
圧や透過率などの液晶表示パネル１の駆動特性を阻害することなく、黒表示時の色目の青
みを低減できるという効果を期待することができる。
【０１５１】
　また、液晶層ＬＣとして第３の液晶組成物を用いた液晶表示装置は、たとえば、室温（
２５℃）で３０分間、映像や画像を表示したときの液晶表示パネル１の温度を測定したと
ころ、バックライトや駆動回路などの発熱により３５℃から４０℃程度に上昇した。
【０１５２】
　一方、第３の液晶組成物は、ネマチック相-等方相転移温度が７０℃以上であった。
【０１５３】
　したがって、第３の液晶組成物は、液晶表示装置（液晶表示パネル１）の液晶層ＬＣと
して用いることができる。
【０１５４】
　以上説明したように、実施例２の液晶表示装置によれば、黒表示時の色目の青みを低減
でき、コントラストを向上させることができる。
【０１５５】
　また、実施例２では、母体となる第１の液晶組成物として、メルク社製ＺＬＩ４７９２
を用いた。しかしながら、第１の液晶組成物は、これに限らず、たとえば、従来のＩＰＳ
方式の液晶表示装置で用いられている他の液晶組成物（ネマチック液晶）であってもよい
。
【０１５６】
　また、実施例２では、構造式１で表される化合物の一例として、構造式１６で表される
化合物を挙げた。構造式１６は、構造式１におけるＸ１およびＸ２がプロピル基（ＣＨ３

－ＣＨ２－ＣＨ２－）になっている化合物である。しかしながら、構造式１におけるＸ１
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およびＸ２は、前述のように、それぞれ、水素原子、アルキル基、アルケニル基、アルコ
キシ基、アルケニルオキシ基のいずれかであればよい。また、構造式１におけるＸ１とＸ

２は、異なる基であってもよい。したがって、第１の液晶組成物に添加する化合物は、た
とえば、構造式１６で表される化合物における分子長軸方向の両端の基（原子団）のいず
れか一方または両方を、上記の水素原子、アルキル基（プロピル基を除く）、アルケニル
基、アルコキシ基、およびアルケニルオキシ基のいずれかで置換した化合物であってもよ
い。
【０１５７】
　また、第１の液晶組成物に添加する化合物は、１種類（たとえば、構造式１６で表され
る化合物のみ）に限らず、複数種類であってもよい。すなわち、第１の液晶組成物には、
たとえば、構造式１６で表される化合物と、構造式１６における分子長軸方向の両端の基
（原子団）のいずれか一方または両方を水素原子、アルキル基（プロピル基を除く）、ア
ルケニル基、アルコキシ基、およびアルケニルオキシ基のいずれかで置換した化合物とを
添加してもよい。
【０１５８】
　また、第１の液晶組成物に添加する化合物を複数種類にする場合、その組み合わせは、
たとえば、構造式１４で表される化合物と、構造式１６で表される化合物のように、環に
結合した電子供与性を有する置換基の構造が異なる化合物の組み合わせであってもよい。
【０１５９】
　また、実施例２では、第１の液晶組成物に、構造式１６で表される化合物を５ｗｔ％添
加した場合を例に挙げた。しかしながら、構造式１６で表される化合物、あるいは構造式
１６と類似した構造であり、かつ、構造式１の条件を満たす化合物の添加量は、これに限
らず、液晶表示パネル１の表示特性を損なわない範囲で、適宜変更可能であることはもち
ろんである。
【０１６０】
　また、実施例２では、図２（ａ）乃至図２（ｃ）に示した構成の液晶表示パネル１の液
晶層ＬＣとして、第３の液晶組成物を用いた場合を例に挙げた。しかしながら、第３の液
晶組成物は、これに限らず、たとえば、図３（ａ）および図３（ｂ）に示した構成の液晶
表示パネル１や、図４に示した構成の液晶表示パネル１の液晶層ＬＣとして用いることも
できることはもちろんである。
【実施例３】
【０１６１】
　図７は、本発明による実施例３の液晶表示装置における液晶層の屈折率異方性の波長依
存性の一例を示す模式グラフ図である。
  なお、図７のグラフ図において、横軸λは、液晶層ＬＣを通過する光の波長（単位はｎ
ｍ）である。また、図７のグラフ図において、縦軸Δｎ／Δｎλ＝５８９は、波長λ＝５
８９ｎｍの光に対する屈折率異方性Δｎλ＝５８９を１としたときの各波長λの光に対す
る屈折率異方性Δｎである。また、図７のグラフ図において、実線の曲線Ｐ５は、実施例
３の液晶表示装置における液晶層の屈折率異方性の波長依存性である。また、図７のグラ
フ図において、点線の曲線Ｐ６は、実施例３の液晶表示装置と比較するための比較例２の
液晶表示装置における液晶層の屈折率異方性Δｎの波長依存性である。
【０１６２】
　実施例３では、ＩＰＳ方式であり、かつ、ノーマリブラック表示の液晶表示装置の一例
として、図３（ａ）および図３（ｂ）に示したような構成の液晶表示パネル１を有する液
晶表示装置を挙げる。このとき、液晶表示パネル１の製造方法は、基本的には従来の製造
方法と同じ手順であり、液晶層ＬＣとして用いる液晶組成物の調整方法のみが異なるだけ
である。そのため、実施例３では、第１の基板６の製造方法や第２の基板７の製造方法な
どの説明を省略する。
【０１６３】
　なお、実施例３では、画素電極ＰＸと共通電極ＣＴとの積層方向（上下方向）の距離が
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５００ｎｍになるようにした。また、実施例３では、共通電極ＣＴの帯状電極部の幅Ｗ３
および画素電極ＰＸの帯状電極部の幅Ｗ４を、それぞれ、７μｍにした。また、実施例３
では、共通電極ＣＴの帯状電極部と画素電極ＰＸの帯状電極部との間隔Ｐを、１０μｍと
した。
【０１６４】
　また、実施例３では、構造式１で表される化合物として、下記構造式１７で表される化
合物を用いた場合を例に挙げる。
【０１６５】
【化１３】

【０１６６】
　構造式１７で表される化合物は、構造式１におけるｍ，ｎをｍ＝ｎ＝０とし、Ａ３を原
子を介さない直接的な結合とし、Ｚ１，Ｚ４をベンゼン環とし、Ｘ１，Ｘ２を水素原子と
した構造である。
【０１６７】
　また、構造式１７で表される化合物は、２つのベンゼン環（Ｚ１，Ｚ４）のそれぞれに
、電子供与性を有する置換値としてメチル基を有する構造である。
【０１６８】
　また、実施例３では、母体となる第１の液晶組成物（メルク社製ＺＬＩ４７９２）に、
構造式１７で表される化合物（アルドリッチ社製）を５ｗｔ％添加して得られる第５の液
晶組成物を、液晶層ＬＣとして用いた。
【０１６９】
　そして、本願発明者らが、第５の液晶組成物を用いた液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの
波長依存性を調べたところ、たとえば、図７に示した実線の曲線Ｐ５のような結果が得ら
れた。
【０１７０】
　また、本願発明者らは、第５の液晶組成物の代わりに、第１の液晶組成物（メルク社製
ＺＬＩ４７９２）に下記構造式１８で表される化合物（アルドリッチ社製）を５ｗｔ％添
加した第６の液晶組成物を用いた液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの波長依存性を調べたと
ころ、たとえば、図７に示した点線の曲線Ｐ６のような結果が得られた。
【０１７１】

【化１４】

【０１７２】
　構造式１７で表される化合物は、構造式１８で表される化合物における２つのベンゼン
環について、それぞれの環の水素原子の１つをメチル基に置換した構造である。そのため
、構造式１７で表される化合物における分子長軸方向の分極率に対する分子短軸方向の分
極率は、構造式１８で表される化合物における分子長軸方向の分極率に対する分子短軸方
向の分極率よりも大きくなる。
【０１７３】
　したがって、図７に示したように、構造式１７で表される化合物を含有する第５の液晶
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組成物のほうが、構造式１８で表される化合物を含有する第６の液晶組成物よりも、屈折
率異方性Δｎの波長依存性が小さくなったと考えられる。
【０１７４】
　すなわち、ＩＰＳ方式であり、かつ、ノーマリブラック表示である液晶表示装置は、液
晶層ＬＣとして第５の液晶組成物を用いることで、たとえば、黒表示時の色目の青みを低
減できる。
【０１７５】
　また、第５の液晶組成物は、母体となる第１の液晶組成物として、従来のＩＰＳ方式の
液晶表示装置で用いられている液晶組成物を用いることができる。そのため、構造式１７
で表される化合物の添加量が、たとえば、１ｗｔ％以上２０ｗｔ％以下であれば、駆動電
圧や透過率などの液晶表示パネル１の駆動特性を阻害することなく、黒表示時の色目の青
みを低減できるという効果を期待することができる。
【０１７６】
　また、液晶層ＬＣとして第５の液晶組成物を用いた液晶表示装置は、たとえば、室温（
２５℃）で３０分間、映像や画像を表示したときの液晶表示パネル１の温度を測定したと
ころ、バックライトや駆動回路などの発熱により３５℃から４０℃程度に上昇した。
【０１７７】
　一方、第５の液晶組成物は、ネマチック相-等方相転移温度が７０℃以上であった。
【０１７８】
　したがって、第５の液晶組成物は、液晶表示装置（液晶表示パネル１）の液晶層ＬＣと
して用いることができる。
【０１７９】
　以上説明したように、実施例３の液晶表示装置によれば、黒表示時の色目の青みを低減
でき、コントラストを向上させることができる。
【０１８０】
　また、実施例３では、母体となる第１の液晶組成物として、メルク社製ＺＬＩ４７９２
を用いた。しかしながら、第１の液晶組成物は、これに限らず、たとえば、従来のＩＰＳ
方式の液晶表示装置で用いられている他の液晶組成物（ネマチック液晶）であってもよい
。
【０１８１】
　また、実施例３では、構造式１で表される化合物の一例として、構造式１７で表される
化合物を挙げた。構造式１７は、構造式１におけるＸ１およびＸ２が水素原子になってい
る化合物である。しかしながら、構造式１におけるＸ１およびＸ２は、前述のように、そ
れぞれ、水素原子、アルキル基、アルケニル基、アルコキシ基、アルケニルオキシ基のい
ずれかであればよい。また、構造式１におけるＸ１とＸ２は、異なる基であってもよい。
したがって、第１の液晶組成物に添加する化合物は、たとえば、構造式１７で表される化
合物における分子長軸方向の両端のいずれか一方または両方を、アルキル基、アルケニル
基、アルコキシ基、およびアルケニルオキシ基のいずれかで置換した化合物であってもよ
い。
【０１８２】
　また、第１の液晶組成物に添加する化合物は、１種類（たとえば、構造式１７で表され
る化合物のみ）に限らず、複数種類であってもよい。すなわち、第１の液晶組成物には、
たとえば、構造式１７で表される化合物と、構造式１７における分子長軸方向の両端の基
（原子団）のいずれか一方または両方をアルキル基、アルケニル基、アルコキシ基、およ
びアルケニルオキシ基のいずれかで置換した化合物とを添加してもよい。
【０１８３】
　また、実施例３では、第１の液晶組成物に添加する化合物として、構造式１７のように
、２つのベンゼン環のそれぞれに、１つのメチル基がある化合物を挙げた。しかしながら
、当該２つのベンゼン環には、これに限らず、たとえば、メトキシ基、アミノ基などの、
電子供与性を有する他の置換基が結合していてもよい。また、構造式１で表される化合物
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そのため、構造式１で表される化合物として、ベンゼン環が２つの化合物を用いる場合は
、当該２つのベンゼン環のうちのいずれか一方の環のみに、メチル基、メトキシ基、アミ
ノ基などの電子供与性を有する置換基が結合している構造であってもよい。
【０１８４】
　また、実施例３では、第１の液晶組成物に、構造式１７で表される化合物を５ｗｔ％添
加した場合を例に挙げた。しかしながら、構造式１７で表される化合物、あるいは構造式
１７と類似した構造であり、かつ、構造式１の条件を満たす化合物の添加量は、これに限
らず、液晶表示パネル１の表示特性を損なわない範囲で、適宜変更可能であることはもち
ろんである。
【０１８５】
　また、実施例３では、図３（ａ）および図３（ｂ）に示した構成の液晶表示パネル１の
液晶層ＬＣとして、第５の液晶組成物を用いた場合を例に挙げた。しかしながら、第５の
液晶組成物は、これに限らず、たとえば、図２（ａ）乃至図２（ｃ）に示した構成の液晶
表示パネル１や、図４に示した構成の液晶表示パネル１の液晶層ＬＣとして用いることも
できることはもちろんである。
【実施例４】
【０１８６】
　ＩＰＳ方式であり、かつ、ノーマリブラック表示の液晶表示装置における、黒表示時の
色目の青みを低減するには、前述のように、液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの波長依存性
を小さくすればよい。そして、本発明では、液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの波長依存性
を小さくするために、母体である第１の液晶組成物（ネマチック液晶）に、構造式１で表
される化合物を添加した液晶組成物を、液晶層ＬＣとして用いる。
【０１８７】
　このとき、構造式１で表される化合物は、前述のように、分子長軸方向の分極率α‖に
対する分子短軸方向の分極率α⊥が小さいことが望ましい。またこのとき、分子長軸方向
の分極率α‖と分子短軸方向の分極率α⊥との関係は、たとえば、下記数式１で表される
関係を満たすことが望ましい。
【０１８８】
【数２】

【０１８９】
　なお、数式１において、α‖は、分子構造主骨格の分子長軸方向の分極率であり、α⊥
は、分子短軸方向の分極率である。また、数式１において、Ｒは、分子構造主骨格中に含
まれるベンゼン環、シクロヘキサン環など環状構造の総数である。
【０１９０】
　また、分子構造主骨格は、第１の液晶組成物に添加する化合物におけるＸ１、Ｘ２を水
素原子とした構造のことである。すなわち、第１の液晶組成物に添加する化合物が、下記
構造式１９で表される化合物である場合、その分子構造主骨格は、下記構造式２０で表さ
れる。
【０１９１】
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【化１５】

【０１９２】
　また、分極率α‖およびα⊥は、それぞれ、半経験的分子軌道計算法（ＭＯＰＡＣ２０
０２）のＰＭ３法（キーワードＰＯＬＡＲ）から得られる一次の分極率αｘｘ、αｙｙ、
およびαｚｚを用いて、下記数式５および下記数式６のように定義した。
　　　　α‖＝αｘｘ　　　・・・（数式５）
　　　　α⊥＝０．５×（αｙｙ＋αＺＺ）　　　・・・（数式６）
【０１９３】
　このとき、構造式１９で表される化合物の分子構造主骨格（構造式２０で表される化合
物）は、α‖が321.1、α⊥が163.14であり、また分子構造主骨格中に含まれる環状構造
の数Ｒは３であるので、数式１の関係を満たす。
【０１９４】
　図８（ａ）および図８（ｂ）は、数式１で表される関係の根拠を説明するための模式グ
ラフ図である。
  図８（ａ）は、化合物に含まれる環の数毎に調べた分極率の差分と分極率の比との関係
の一例を示す模式グラフ図である。図８（ｂ）は、環の数と図８（ａ）に示した直線の傾
きとの関係の一例を示す模式グラフ図である。
【０１９５】
　数式１で表される分極率α‖、α⊥の関係は、本願発明者らが、下記のような検討をし
た結果、得られた関係である。
【０１９６】
　液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎは、前述のように、分子長軸方向の屈折率ｎ‖と分子短
軸方向の屈折率ｎ⊥との差分（ｎ‖－ｎ⊥）である。また、屈折率ｎ‖，ｎ⊥は、それぞ
れ、値が大きくなると波長依存性が大きくなる。
【０１９７】
　このとき、分子短軸方向の屈折率ｎ⊥を大きくすると、その波長依存性は相対的に大き
くなるが、分子長軸方向の屈折率ｎ‖が変わらなければ、その波長依存性は変わらない。
そのため、分子長軸方向の屈折率ｎ‖を変えずに分子短軸方向の屈折率⊥を大きくすれば
、その差分であるΔｎの波長依存性は、相対的に小さくなることになる。このことから、
分子長軸方向の屈折率ｎ‖に比べて相対的に分子短軸方向の屈折率ｎ⊥が大きくなると、
屈折率異方性Δｎの波長依存性は相対的に小さくなることになる。
【０１９８】
　また、分子長軸方向の屈折率ｎ‖および分子短軸方向の屈折率ｎ⊥は、それぞれ、数式
１のような関係が成り立つ。したがって、液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの波長依存性を
低減するためには、分子長軸方向の分極率α‖に比べて分子短軸方向の分極率α⊥が大き
くなるようにすればよいことになる。
【０１９９】
　ところで、分子構造（分子中に含まれる環の数Ｒ）毎の分極率α‖と分極率α⊥との関
係については、たとえば、図８（ａ）に示すような関係になり、分子構造に含まれる環の
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。
【０２００】
　なお、図８（ａ）におけるＲ＝２の直線は、下記構造式２１ａ乃至構造式２１ｃの３つ
の構造における（α‖－α⊥）と（α‖／α⊥）との関係から引いた直線である。
【０２０１】
【化１６】

【０２０２】
　また、図８（ａ）におけるＲ＝３の直線は、下記構造式２２ａ乃至構造式２２ｄの４つ
の構造における（α‖－α⊥）と（α‖／α⊥）との関係から引いた直線である。
【０２０３】

【化１７】

【０２０４】
　また、図８（ａ）におけるＲ＝４の直線は、下記構造式２３ａ乃至構造式２３ｄの４つ
の構造における（α‖－α⊥）と（α‖／α⊥）との関係から引いた直線である。
【０２０５】
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【化１８】

【０２０６】
　また、分極率α‖に対して相対的に分極率α⊥が大きい材料の場合は、（α‖－α⊥）
と（α‖／α⊥）との関係がこれらの直線よりも下の領域にプロットされる。
【０２０７】
　このとき、図８（ａ）に示した３本の直線は、それぞれ、（α‖／α⊥）＝Ｓ（α‖－
α⊥）＋Ｕとすると、いずれの直線においてもＵがほぼ１である。また、それぞれの直線
の傾きＳと環の数Ｒには、たとえば、図８（ｂ）に示すような関係がある。
【０２０８】
　そして、本願発明者らは、図８（ａ）および図８（ｂ）に基づき、数式１のような関係
を導き出した。すなわち、本願発明者らは、構造式１で表される化合物であり、かつ、数
式１を満たす構造の化合物を第１の液晶組成物に添加することにより、液晶層ＬＣの屈折
率異方性Δｎの波長依存性をさらに低減することができることを見出した。
【０２０９】
　図９は、本発明による実施例４の液晶表示装置における液晶層の屈折率異方性の波長依
存性の一例を示す模式グラフ図である。
  なお、図９のグラフ図において、横軸λは、液晶層ＬＣを通過する光の波長（単位はｎ
ｍ）である。また、図９のグラフ図において、縦軸Δｎ／Δｎλ＝５８９は、
波長λ＝５８９ｎｍの光に対する屈折率異方性Δｎλ＝５８９を１としたときの各波長λ
の光に対する屈折率異方性Δｎである。また、図９のグラフ図において、実線の曲線Ｐ７
は、実施例４の液晶表示装置における液晶層の屈折率異方性の波長依存性である。また、
図９のグラフ図において、点線の曲線Ｐ８は、実施例４の液晶表示装置と比較するための
比較例３の液晶表示装置における液晶層の屈折率異方性Δｎの波長依存性である。
【０２１０】
　実施例４では、ＩＰＳ方式であり、かつ、ノーマリブラック表示の液晶表示装置の一例
として、図３（ａ）乃至図３（ｃ）に示したような構成の液晶表示パネル１を有する液晶
表示装置を挙げる。このとき、液晶表示パネル１の製造方法は、基本的には従来の製造方
法と同じ手順であり、液晶層ＬＣとして用いる液晶組成物の調整方法のみが異なるだけで
ある。そのため、実施例４では、第１の基板６の製造方法や第２の基板７の製造方法など
の説明を省略する。
【０２１１】
　なお、実施例４では、画素電極ＰＸと共通電極ＣＴとの積層方向（上下方向）の距離が
５００ｎｍになるようにした。また、実施例４では、共通電極ＣＴの帯状電極部の幅Ｗ３
および画素電極ＰＸの帯状電極部の幅Ｗ４を、それぞれ、７μｍにした。また、実施例３
では、共通電極ＣＴの帯状電極部と画素電極ＰＸの帯状電極部との間隔Ｐを、１０μｍと
した。
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【０２１２】
　また、実施例３では、構造式１で表される化合物として、構造式１９で表される化合物
を用いた場合を例に挙げる。
【０２１３】
　また、実施例４では、母体となる第１の液晶組成物（メルク社製ＺＬＩ４７９２）に、
構造式１９で表される化合物（アルドリッチ社製）を１０ｗｔ％添加して得られる第７の
液晶組成物を、液晶層ＬＣとして用いた。
【０２１４】
　そして、本願発明者らが、第７の液晶組成物を用いた液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの
波長依存性を調べたところ、たとえば、図９に示した実線の曲線Ｐ７のような結果が得ら
れた。
【０２１５】
　また、本願発明者らは、第７の液晶組成物の代わりに、第１の液晶組成物（メルク社製
ＺＬＩ４７９２）に下記構造式２４で表されるアズレン（アルドリッチ社製）を１０ｗｔ
％添加した第８の液晶組成物を用いた液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎの波長依存性を調べ
たところ、たとえば、図７に示した点線の曲線Ｐ８のような結果が得られた。
【０２１６】
【化１９】

【０２１７】
　構造式２４で表されるアズレンは、その構造自体が、構造式１の条件を満たしていない
。また、構造式２４で表されるアズレンは、分極率α‖が163.9、分極率α⊥が60.2であ
り、分子構造主骨格中に含まれる環状構造の数Ｒが２であるので、数式１を満たさない。
【０２１８】
　一方、構造式１９で表される化合物は、その構造自体が、構造式１の条件を満たしてい
る。また、構造式１９で表される化合物は、α‖が321.1、α⊥が163.14であり、また分
子構造主骨格中に含まれる環状構造の数Ｒは３であるので、数式１の関係を満たす。
【０２１９】
　したがって、図９に示したように、構造式１９で表される化合物を含有する第７の液晶
組成物のほうが、構造式２４で表される化合物（アズレン）を含有する第８の液晶組成物
よりも、屈折率異方性Δｎの波長依存性が小さくなったと考えられる。
【０２２０】
　すなわち、ＩＰＳ方式であり、かつ、ノーマリブラック表示である液晶表示装置は、液
晶層ＬＣとして第７の液晶組成物を用いることで、たとえば、黒表示時の色目の青みを低
減できる。
【０２２１】
　また、第７の液晶組成物は、母体となる第１の液晶組成物として、従来のＩＰＳ方式の
液晶表示装置で用いられている液晶組成物を用いることができる。そのため、構造式１９
で表される化合物の添加量が、たとえば、１ｗｔ％以上２０ｗｔ％以下であれば、駆動電
圧や透過率などの液晶表示パネル１の駆動特性を阻害することなく、黒表示時の色目の青
みを低減できるという効果を期待することができる。
【０２２２】
　また、液晶層ＬＣとして第７の液晶組成物を用いた液晶表示装置は、たとえば、室温（
２５℃）で３０分間、映像や画像を表示したときの液晶表示パネル１の温度を測定したと
ころ、バックライトや駆動回路などの発熱により３５℃から４０℃程度に上昇した。
【０２２３】
　一方、第７の液晶組成物は、ネマチック相-等方相転移温度が７０℃以上であった。
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【０２２４】
　したがって、第７の液晶組成物は、液晶表示装置（液晶表示パネル１）の液晶層ＬＣと
して用いることができる。
【０２２５】
　以上説明したように、実施例４の液晶表示装置によれば、黒表示時の色目の青みを低減
でき、コントラストを向上させることができる。
【実施例５】
【０２２６】
　図１０は、本発明による実施例５の液晶表示パネルの断面構成の一例を示す模式断面図
である。
【０２２７】
　ＲＧＢ方式のカラー表示に対応した液晶表示装置の場合、映像や画像の１ドットの色は
、上記のように、赤色フィルタを有する第１の画素の明るさ、緑色フィルタを有する第２
の画素の明るさ、および青色フィルタを有する第３の画素の明るさの組み合わせによって
表現される。このとき、黒表示および白表示を、ともに良好な表示にするためには、たと
えば、第１の画素、第２の画素、第３の画素のそれぞれにおける液晶層のリタデーション
がほぼ同じ値になるようにすることが望ましい。このようにするためには、可視光におけ
る波長域において、赤色フィルタ、緑色フィルタ、青色フィルタのそれぞれにおけるリタ
デーションの平均的な値をほぼ同じ値とすることが望ましい。このリタデーションの平均
的な値とは、赤色フィルタでは６００ｎｍと７００ｎｍにおけるリタデーションの平均、
緑色フィルタでは５００ｎｍと６００ｎｍにおけるリタデーションの平均、青色フィルタ
では４００ｎｍと５００ｎｍにおけるリタデーションの平均である。
【０２２８】
　リタデーションは、液晶層の屈折率異方性Δｎと液晶層の厚さｄとの積Δｎｄである。
また、液晶層ＬＣの屈折率異方性Δｎは、前述のように、波長依存性があり、短波長側（
青色系の光）のほうが屈折率異方性Δｎが大きくなる。また、屈折率異方性Δｎの波長依
存性は、緑色系の光から赤色系の光の波長領域における依存性よりも、緑色系の光から青
色系の光の波長領域における依存性のほうが大きい。
【０２２９】
　そのため、厚さがｄの液晶層では、青色系の光に対するリタデーションΔｎｄが、緑色
系の光や赤色系の光に対するリタデーションΔｎｄに比べて大きくなる。
【０２３０】
　また、第１の画素は、赤色フィルタを有し、赤色系の光のみを通過させるので、第１の
画素におけるリタデーションは、赤色系の光に対するリタデーションを考慮すればよい。
また、第２の画素は、緑色フィルタを有し、緑色系の光のみを通過させるので、第２の画
素のリタデーションは、緑色系の光に対するリタデーションを考慮すればよい。また、第
３の画素は、青色フィルタを有し、青色系の光のみを通過させるので、第３の画素のリタ
デーションは、青色系の光に対するリタデーションのみを考慮すればよい。
【０２３１】
　したがって、第１の画素、第２の画素、第３の画素のそれぞれにおける液晶層の平均的
なリタデーションがほぼ同じ値になるようにするには、たとえば、図１０に示すように、
青色フィルタ７０２Ｂを有する第３の画素の液晶層ＬＣの厚さｄｂを、赤色フィルタ７０
２Ｒを有する第１の画素の液晶層ＬＣの厚さｄｒおよび緑色フィルタ７０２Ｇを有する第
２の画素の液晶層ＬＣの厚さｄｇよりも薄くすればよい。第３の画素の液晶層ＬＣの厚さ
ｄｂを、第１の画素の液晶層ＬＣの厚さｄｒおよび第２の画素の液晶層ＬＣの厚さｄｇよ
りも薄くするには、たとえば、青色フィルタ７０２Ｂを、赤色フィルタ７０２Ｒおよび緑
色フィルタ７０２Ｇよりも厚く形成すればよい。可視光における波長域において、赤色フ
ィルタ、緑色フィルタ、青色フィルタのそれぞれの透過波長範囲内のリタデーションをほ
ぼ同じ値になるようにするために鋭意検討した結果、０．９ｄｇ＜ｄｂ≦ｄｇを満たすこ
とが望ましく、さらには、ｄｇ≦ｄｒ＜１．０５ｄｇであることが望ましい。
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【０２３２】
　このとき、第３の画素の液晶層ＬＣの厚さｄｂを３．１μｍ、第１の画素の液晶層ＬＣ
の厚さｄｒおよび第２の画素の液晶層ＬＣの厚さｄｇをそれぞれ３．４μｍにすると、た
とえば、バックライトの光源４（冷陰極管）の輝線スペクトルのうちの、第３の画素にお
ける波長４３５ｎｍの光に対するリタデーションと、第２の画素における波長５４５ｎｍ
に対するリタデーションはそれぞれ、ほぼ０．４５と等しくなる。そのため、このような
液晶表示装置の液晶層ＬＣとして、実施例４で挙げた第７の液晶組成物を用いた場合、実
施例４の液晶表示装置に比べて、黒表示時の色目の青みさらに低減することができる。
【０２３３】
　また、実施例５の液晶表示装置では、第１の画素における赤色系の波長の光に対するリ
タデーション、第２の画素における緑色系の波長の光に対するリタデーション、および第
３の画素における青色系の波長の光に対するリタデーションが、ほぼ同じ値になるように
することが望ましい。すなわち、実施例５の液晶表示装置は、より厳密には、たとえば、
第１の画素の液晶層ＬＣの厚さｄｒ、第２の画素の液晶層ＬＣの厚さｄｇ、および第３の
画素の液晶層ＬＣの厚さｄｂの関係が、０．９ｄｇ＜ｄｂ≦ｄｇ、さらには、ｄｇ≦ｄｒ
＜１．０５ｄｇになるようにすることが望ましい。
【０２３４】
　そこで、本願発明者らは、第１の画素の液晶層ＬＣの厚さｄｒ、第２の画素の液晶層Ｌ
Ｃの厚さｄｇ、および第３の画素の液晶層ＬＣの厚さｄｂの関係を確認するために、それ
ぞれの液晶層ＬＣの厚さを変えたときの黒表示時の色目の青みの度合いと、白表示時の着
色の度合いについて調べた。その結果の一例を下記表１に示す。
【０２３５】
【表１】

【０２３６】
　なお、表１において、ＣＮは、液晶層ＬＣの厚さの組み合わせを特定する番号である。
また、表１において、ｄｒ、ｄｇ、およびｄｂは、それぞれ、第１の画素の液晶層ＬＣの
厚さ、第２の画素の液晶層ＬＣの厚さ、および第３の画素の液晶層ＬＣの厚さである。ま
た、表１において、ｄｂ／ｄｇおよびｄｒ／ｄｇは、それぞれ、左欄のｄｂをｄｇで除し
た値およびｄｒをｄｇで除した値である。また、表１において、ＢＬＢおよびＢＬＷは、
それぞれ、目視による、黒表示時の色目の青みの度合いおよび白表示時の着色の度合いで
ある。また、ＢＬＢおよびＢＬＷにおける○、△、×は、それぞれ、目視では確認できな
い、目視で確認できるが従来のものよりも改善されている、従来のものと同程度の度合い
である、ということを意味する。
【０２３７】
　また、表１は、実施例４で挙げた液晶表示パネル１、すなわち液晶層ＬＣとして第７の
液層組成物を用いた液晶表示パネル１における各画素の液晶層ＬＣの厚さを変えたときの
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黒表示時の色目の青みの度合いと、白表示時の着色の度合いの一例である。
【０２３８】
　表１からもわかるように、ｄｂ／ｄｇ＝１．００である場合、黒表示時の色目の青みの
度合いは、従来のものよりも改善されているが、白表示時の着色の度合いが従来のものと
同程度である。また、黒表示時の色目の青みの度合いについては、ｄｂ／ｄｇ＞１．００
になると、黒表示時の色目の青みの度合いが従来のものと同程度になってしまう。また、
黒表示時の色目の青みの度合いについては、第２の画素の液晶層ＬＣの厚さｄｇと第３の
画素の液晶層ＬＣの厚さｄｂが同じ（ｄｂ／ｄｇ＝１．００）である場合よりも、ｄｂ／
ｄｇ＝０．８１のほうが黒表示時の色目の青みの度合いが小さい。
【０２３９】
　しかしながら、ｄｂ／ｄｇが小さくなると、白表示時の着色が目立つようになる。
【０２４０】
　このことから、第２の画素の液晶層ＬＣの厚さｄｇと第３の画素の液晶層ＬＣの厚さｄ
ｂとの関係は、たとえば、０．９ｄｇ＜ｄｂ≦ｄｇであることが望ましいといえる。
【０２４１】
　また、ｄｒ／ｄｇの大きさと黒表示時の色目の青みの度合いとの関係、ｄｒ／ｄｇの大
きさと白表示時の着色の度合いとの関係については、逆に、ｄｂ／ｄｇ＞１．００のほう
が黒表示時の色目の青みの度合いが小さい。しかしながら、ｄｒ／ｄｇが大きくなると、
白表示時の着色が目立つようになる。
【０２４２】
　このことから、第２の画素の液晶層ＬＣの厚さｄｇと第３の画素の液晶層ＬＣの厚さｄ
ｂとの関係は、たとえば、ｄｇ≦ｄｒ＜１．０５ｄｇであることが望ましいといえる。
【０２４３】
　以上説明したように、実施例５の液晶表示装置によれば、黒表示時の色目の青みをさら
に低減でき、コントラストをさらに向上させることができる。
【０２４４】
　以上、本発明を、前記実施例に基づき具体的に説明したが、本発明は、前記実施例に限
定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種々変更可能であることは
もちろんである。
【０２４５】
　たとえば、母体である第１の液晶組成物に添加する化合物は、前記各実施例で挙げた構
造の化合物に限らず、構造式１で表される化合物であればよいことはもちろんである。ま
たこのとき、母体である第１の液晶組成物に添加する化合物は、構造式１の条件を満たし
、かつ、分極率α‖，α⊥の関係が数式１を満たす構造の化合物が望ましいことはいうま
でもない。
【０２４６】
　また、本発明は、図２（ａ）乃至図２（ｃ）に示した構成の液晶表示パネル１、図３（
ａ）および図３（ｂ）に示した構成の液晶表示パネル１、図４に示した構成の液晶表示パ
ネル１に限らず、液晶分子をホモジニアス配向させる液晶表示パネル１を有する液晶表示
装置全般に適用できることはもちろんである。またさらに、本発明は、液晶テレビなどに
用いられる大型の液晶表示装置に限らず、たとえば、携帯電話端末などに用いられる小型
の液晶表示装置も含まれることはいうまでもない。
【符号の説明】
【０２４７】
　１　液晶表示パネル
　２　第１の駆動回路
　３　第２の駆動回路
　４　光源
　５　制御回路
　６　第１の基板
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　６００　第１の絶縁基板
　６０１　第１の絶縁層
　６０２　半導体層
　６０３　ソース電極
　６０４　第２の絶縁層
　６０５　第１の配向膜
　７　第２の基板
　７００　第２の絶縁基板
　７０１　ブラックマトリクス
　７０２　カラーフィルタ
　７０２Ｒ　赤色フィルタ
　７０２Ｇ　緑色フィルタ
　７０２Ｂ　青色フィルタ
　７０３　オーバーコート層
　７０４　第２の配向膜
　８　シール材
　９　第１の偏光板
　１０　第２の偏光板
　１１　電気力線
　１２　液晶分子
　ＧＬ　走査信号線
　ＤＬ　映像信号線
　Ｔｒ　ＴＦＴ素子
　ＰＸ　画素電極
　ＣＴ　共通電極
　ＬＣ　液晶層
　ＣＬ　コモン配線
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